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10月２日(月)第７会場　午前8:30～12:00

被服学II　123
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　目的　衣服を^ 用-tる時て　I .、･篤が愈､いピカヽ形くずれがするY.カヽ間題めある衣服･i

べ．大半バパタ~ ツの良否によるこビが冷い. 中でも胴都の衣服ｔ量･り殆んざが夕ヽヵヽる肩

都における通冶ヽ具合は　外観判史の上々ヽらも重零な掌因になる. これらヵヽら人体に適合々

ぐ-6 ためのパターンを作図するために一つの試£をたべ　様々の角度ヵヽら爽際に衣服を

製作し　i の適合ﾉLを教討した.

　方池　柾練着にλ0 才■ 3 0 オ■ 4才台の振々な抹型をもつ／乙

痛斜計・シルエベター並々に栽々の考慮､したフィ)しム状のブラ入手ヅ0板で作成l だ肩碩

斜角度計によりそれそれ・肩角皮を求めた．ついでこれら-fi度を^とにシー手ングの布鳩

を用いぺ　肩ヵヽらウエ.スドr.至る実験衣を試雇し板討を行なった.

　結果　いし31 ッターによる左右の肩を前面ビ後面々ヽらヒ'). べれぞれを足I -I 2で劇っ

た角度ピ　頑柵計による一角度と．聞口言大差ばみられなｶヽつたが　プラス与ック板･うる

肩碩斜角度-i-tを用いた場合　前面、後面ども体表Si*ヽら肩線･'-至る人体の複曲面&合んイ

測定出釆i. ため　４用した場合　６つとも適合度が^ ヵヽつた.i た碩斜計による肩角度ビ

比較した場合力ヽな')<^葦がみられた.




